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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年8月11日(2011.8.11)

【公表番号】特表2010-534742(P2010-534742A)
【公表日】平成22年11月11日(2010.11.11)
【年通号数】公開・登録公報2010-045
【出願番号】特願2010-518374(P2010-518374)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/48     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 175/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 183/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  18/48    　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｄ 175/08    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 183/04    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/16    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月23日(2011.6.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フルオロケミカルウレタンであって、
　ａ）ポリイソシアネートと、
　ｂ）イソシアネート反応性ペルフルオロポリエーテル化合物と、
　ｃ）式：
【化１】

　（式中、
　Ｘが、Ｈ、又は反応開始剤の残基であり、
　Ｍ１が、側鎖シリル基を有する（メタ）アクリレートモノマーの残基であり、
　Ｍ２が、（メタ）アクリレートエステルモノマーの残基であり、
　Ｒ３が、二価のアルキレン基若しくはアリーレン基、又はこれらの組み合わせであり、
前記アルキレン基が１個以上のカテナリー酸素原子を含有してもよく、
　Ｘ３が、－Ｏ－、－Ｓ－、又は－ＮＲ４－（式中、Ｒ４が、Ｈ又はＣ１～Ｃ４アルキル
である）であり、
　ａが、少なくとも２であり、ｂが、０であってよく、ａ＋ｂが、２～２０である）
　で表されるオリゴマーと、
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　ｄ）任意にイソシアネート反応性化合物と、
　の反応生成物を含む、フルオロケミカルウレタン。
【請求項２】
　イソシアネート反応性シラン化合物をさらに含む、請求項１に記載のフルオロケミカル
ウレタンであって、
　前記イソシアネート反応性シランが、式：
【化２】

　（式中、
　Ｘ６が、－Ｏ－、－Ｓ－又は－ＮＲ５－（式中、Ｒ５が、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４アルキル又は
－Ｒ６－Ｓｉ（Ｙｐ）（Ｒ７）３－ｐである）であり、
　Ｒ６が、二価のアルキレン基であり、前記アルキレン基が１個以上のカテナリー酸素原
子を含有してもよく、
　Ｙが、加水分解性基であり、
　Ｒ７が、一価のアルキル基又はアリール基であり、
　ｐが、１、２又は３である）
　で表される、フルオロケミカルウレタン。
【請求項３】
　前記イソシアネート反応性ペルフルオロポリエーテル化合物が、式：
　Ｒｆ

１－［Ｑ－Ｘ２－Ｈ］ｚ

　（式中、
　Ｒｆ

１が、一価のペルフルオロオキシアルキル基又は二価のペルフルオロオキシアルキ
レン基であり、
　Ｑが、共有結合、又は価数ｚの多価アルキレン基であり、前記アルキレンが１個以上の
カテナリー酸素原子を含有してもよく、
　Ｘ２が、－Ｏ－、－ＮＲ４－又は－Ｓ－（式中、Ｒ４が、Ｈ又はＣ１～Ｃ４のアルキル
である）であり、
　ｚが、１又は２である）
　で表される、請求項１のフルオロケミカルウレタン。
【請求項４】
　Ｒｆ

１が、一価のペルフルオロオキシアルキル基、又は－（ＣｎＦ２ｎＯ）－、－（Ｃ
Ｆ（Ｚ）Ｏ）－、－（ＣＦ（Ｚ）ＣｎＦ２ｎＯ）－、－（ＣｎＦ２ｎＣＦ（Ｚ）Ｏ）－、
－（ＣＦ２ＣＦ（Ｚ）Ｏ）－、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される１つ以
上のペルフルオロ化された反復単位を含む二価のペルフルオロオキシアルキレン基
　（式中、ｎが、１～４であり、Ｚが、ペルフルオロアルキル基、ペルフルオロアルコキ
シ基、又はペルフルオロオキシアルキル基である）
　である、請求項３に記載のフルオロケミカルウレタン。
【請求項５】
　Ｒｆ

１が、式：
　Ｗ－Ｒｆ

３－Ｏ－Ｒｆ
４－（Ｒｆ

５）ｑ－
　（式中、
　Ｗが、一価のペルフルオロオキシアルキルについてはＦであり、二価のペルフルオロオ
キシアルキレンについては開放原子価（「－」）であり、
　Ｒｆ

３が、ペルフルオロアルキレン基を表し、
　Ｒｆ

４が、１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するペルフルオロオキシアルキレン
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基又はこのようなペルフルオロオキシアルキレン基の混合物からなる、ペルフルオロアル
キレンオキシ基を表し、
　Ｒｆ

５が、ペルフルオロアルキレン基を表し、
　ｑが、０又は１である）
　の基を含む、請求項３に記載のフルオロケミカルウレタン。
【請求項６】
　前記ペルフルオロオキシアルキレン基が、－［ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ］ｒ－、－［ＣＦ（
ＣＦ３）－ＣＦ２－Ｏ］ｓ－、－［ＣＦ２ＣＦ２－Ｏ］ｒ－［ＣＦ２Ｏ］ｔ－、－［ＣＦ

２ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２－Ｏ］ｕ及び－［ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ］ｒ－［ＣＦ（ＣＦ３）－Ｃ
Ｆ２－Ｏ］ｓ－　（式中、ｒ、ｓ、ｔ及びｕのそれぞれが、１～５０の整数である）
　のうちの１つ以上から選択される、請求項３に記載のフルオロケミカルウレタン。
【請求項７】
　－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－Ｘ３－基に対するシラン基のモル比が、１を超える
　（式中、Ｘ３が、－Ｏ－、－Ｓ－又は－ＮＲ４－（式中、Ｒ４が、Ｈ又はＣ１～Ｃ４ア
ルキルである）である）、
　請求項１に記載のフルオロケミカルウレタン。
【請求項８】
　前記イソシアネート基の５～５０モル％が、前記ペルフルオロポリエーテル化合物と反
応し、前記イソシアネート基の５０～９５モル％が、前記オリゴマーと反応する、請求項
１に記載のフルオロケミカルウレタン。
【請求項９】
　式：
【化３】

　（式中、
　Ｒｆが、一価のペルフルオロオキシアルキル含有基又は二価のペルフルオロオキシアル
キレン含有基であり、
　Ｒ１が、ポリイソシアネートの残基であり、
　Ｒ２が、シラン含有（メタ）アクリレートオリゴマーであり、
　Ｒ８が、イソシアネート反応性シラン化合物の残基であり、
　ｗが、０であってよく、ｘ及びｙが、それぞれ独立して、少なくとも１であり、ｚが、
１又は２である）
　で表される、フルオロケミカル化合物。
【請求項１０】
　Ｒ２が、式：
【化４】

　（式中、
　Ｘが、Ｈ、又は反応開始剤の残基であり、
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　Ｍ１が、側鎖シリル基を有する（メタ）アクリレートモノマーの残基であり、
　Ｍ２が、（メタ）アクリレートエステルモノマーの残基であり、
　Ｒ３が、多価のアルキレン基若しくはアリーレン基、又はこれらの組み合わせであり、
前記アルキレン基が１個以上のカテナリー酸素原子を含有してもよく、
　Ｘ３が、－Ｏ－、－Ｓ－又は－ＮＲ４－（式中、Ｒ４が、Ｈ又はＣ１～Ｃ４のアルキル
である）である）
　で表される、請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ８が、式：
【化５】

　（式中、
　Ｘ６が、－Ｏ－、－Ｓ－又は－ＮＲ５－（式中、Ｒ５が、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４アルキル又は
－Ｒ６－Ｓｉ（Ｙｐ）（Ｒ７）３－ｐである）であり、
　Ｒ６が、二価のアルキレン基であり、前記アルキレン基が１個以上のカテナリー酸素原
子を含有してもよく、
　Ｙが、加水分解性基であり、
　Ｒ７が、一価のアルキル又はアリール基であり、
　ｐが、１、２又は３である）
　で表される、請求項９に記載のフルオロケミカル化合物。
【請求項１２】
　（Ｒｆ）ｘが、式：
【化６】

　（式中、
　Ｒｆ

１が、一価のペルフルオロオキシアルキル基又は二価のペルフルオロオキシアルキ
レン基であり、
　Ｑが、共有結合、又は価数ｚの多価アルキレン基であり、前記アルキレンが１個以上の
カテナリー酸素原子を含有してもよく、
　Ｘ２が、－Ｏ－、－ＮＲ４－又は－Ｓ－（式中、Ｒ４が、Ｈ又はＣ１～Ｃ４のアルキル
である）であり、
　ｚが、１又は２である）
　で表される、請求項９に記載のフルオロケミカル化合物。
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